
見
解
に
比
し
て
、
そ
れ
を
魏
代
に
製
作
の
中
心
期
が
あ
る

ご
す
る
説
の
よ
り
有
力
で
あ
る
こ
ご
の
傍
謹
ご
し
て
、
可

な
り
重
要
な
漁
期
を
な
す
も
の
こ
信
ず
る
。
而
し
て
從
薙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
へ
ら
れ
た
同
じ
標
な
資
料
を
併
せ
観
る
こ
ご
に
依
っ
て

同
式
鏡
の
年
代
魏
が
爵
ら
表
は
れ
至
る
の
で
あ
る
。
紹
介

を
塗
る
に
當
っ
て
私
は
此
の
有
風
な
資
料
の
提
供
者
た
る

小
場
恒
吉
氏
ご
守
屋
孝
傘
立
ご
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

日
本
海
暴
露
石
器
時
代
逡
跡
の
地
理
學
的
考
察
㈹

　
史
前
地
理
的
研
究
が
地
理
學
考
古
學
の
爾
分
科
に
醐
係

し
講
者
間
の
連
鑛
と
な
る
事
は
、
歴
史
地
理
的
研
究
が
地

理
學
歴
史
學
爾
分
科
に
關
蝕
し
爾
大
間
の
連
鐙
こ
な
る
ご

同
一
轍
で
、
史
前
地
理
的
、
歴
史
地
理
的
爾
方
面
の
研
究

を
綜
合
統
一
し
た
る
地
理
的
研
究
の
一
分
野
が
地
質
二
上

所
謂
第
四
紀
時
代
の
研
究
ご
密
醐
係
を
有
し
斯
く
て
叉
地

理
學
地
質
學
の
爾
分
科
に
關
係
し
爾
流
亡
の
連
鎖
こ
な
る

事
は
吾
人
の
言
を
倹
た
す
し
て
明
か
で
あ
る
が
、
此
の
意

　
　
　
第
十
一
雀
　
　
雑
纂

丈
學
士
　
小
　
牧

日
本
海
浩
岸
石
器
噂
代
慰
跡
の
地
理
學
的
考
察

實
　
繁

味
に
於
て
地
理
學
は
史
濡
濡
馬
頭
ご
三
者
無
爵
薄
し
相
提

携
す
る
勲
湘
足
に
曜
b
比
す
べ
く
又
史
潮
考
士
口
癖
地
質
學
一
ご
補

助
學
科
の
上
に
立
つ
下
灘
に
も
喩
へ
つ
べ
く
、
史
論
な
く

考
古
學
な
く
し
て
は
斯
の
地
理
學
は
有
力
な
る
提
携
者
を

失
ひ
、
轟
轟
考
古
學
地
質
學
の
援
助
な
く
し
て
は
斯
の
地

理
學
は
存
立
し
な
い
。
地
理
學
殊
に
文
科
的
地
聖
學
に
於

て
は
宜
し
く
史
學
考
古
學
地
質
學
上
の
知
識
を
加
昧
利
用

す
べ
き
で
あ
る
。
崩
れ
余
が
年
來
私
か
に
抱
く
意
見
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
八
一
　
（
八
一
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
纂

り
此
の
考
へ
は
余
が
學
塁
上
の
立
脚
黙
、
研
究
上
の
出
慶

黙
で
、
斯
の
地
理
學
の
充
實
濃
張
大
成
が
余
が
年
來
の
宿

志
、
磁
路
の
臼
的
で
あ
る
が
斯
か
る
考
案
の
下
に
余
は
先

づ
主
こ
し
て
本
邦
特
に
日
本
海
沿
岸
を
フ
ヰ
事
ル
ド
に
採

う
殊
に
潟
及
び
砂
丘
地
方
に
興
味
を
寄
せ
其
の
地
質
學

酌
、
史
前
地
理
的
、
歴
史
地
理
的
研
究
に
着
手
し
た
の
で

あ
る
。

　
日
本
海
錨
岸
の
沖
積
．
地
が
高
大
な
る
砂
丘
に
繰
こ
ら
れ

多
数
の
潟
に
富
め
る
事
は
確
か
に
該
海
岸
の
一
特
徴
で
あ

る
ご
思
は
れ
る
事
は
本
年
七
月
號
の
「
歴
史
ビ
地
理
」
誌

上
に
論
述
せ
る
駈
で
其
の
地
質
學
的
歴
史
地
雷
的
史
前
地

理
的
研
究
の
「
端
は
銑
に
同
誌
及
び
「
地
球
」
誌
上
に
登

表
し
た
所
で
あ
る
が
其
は
主
ピ
し
て
加
賀
以
南
の
北
陸
及

び
山
陰
の
海
爆
に
狂
し
た
事
で
地
理
的
に
は
未
だ
加
賀
似

北
に
説
き
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
Q
然
る
に
其
の
後
の
研
究
に

よ
り
抽
賀
以
北
に
於
て
も
越
後
及
び
崩
後
の
海
岸
は
亦
此

の
特
徴
を
具
有
す
る
も
の
で
地
理
研
究
上
興
昧
あ
る
地
方

B
本
海
常
偉
石
器
暗
代
澱
跡
の
塊
曝
露
酌
考
察　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
二
　
　
（
入
二
）

で
あ
り
、
中
に
就
い
て
紫
雲
寺
潟
八
郎
潟
附
近
の
地
質
學

的
、
史
前
地
理
、
歴
更
地
理
的
研
究
殊
に
史
前
地
理
的
研

究
は
其
れ
自
身
甚
だ
興
昧
あ
る
も
の
た
る
の
み
な
ら
す
、

沿
岸
石
器
時
代
遺
跡
遺
物
の
物
語
る
事
實
は
右
手
の
海
岸

地
方
研
究
に
好
墾
考
資
料
を
供
す
る
も
の
で
其
の
研
究
は

稽
地
方
的
に
偏
す
る
の
傾
き
は
あ
れ
ざ
叉
多
少
の
意
義
な

し
ご
せ
ぬ
事
が
明
か
ご
な
っ
た
。
本
稿
に
説
述
す
る
所
は

紫
雲
寺
潟
八
郎
潟
爾
…
者
附
近
の
史
前
地
理
的
研
究
の
一
端

で
あ
る
が
若
し
之
れ
が
他
の
海
岸
沖
積
地
の
研
究
に
何
等

か
の
暗
示
を
與
へ
得
る
な
ら
ば
實
に
望
外
の
欣
び
で
あ
る
，

か
ら
以
下
多
少
の
煩
を
厭
は
す
本
研
究
の
端
緒
を
な
せ
る

二
つ
の
潟
浩
岸
の
石
器
時
代
遺
跡
の
踏
査
に
筆
を
起
し
其

の
翰
墨
を
説
明
し
た
る
後
進
ん
で
奨
の
史
前
地
理
に
言
及

す
る
事
ご
す
る
。
護
者
は
幸
に
五
萬
．
分
一
地
形
圖
村
上
＋

二
號
中
條
、
新
潟
九
號
新
資
田
、
同
十
三
號
新
潟
、
（
二
萬

五
千
分
一
地
形
圖
な
ら
ば
更
に
可
）
男
鹿
島
一
直
船
川
を

墾
照
せ
ら
れ
ん
事
を
望
む
G



本
年
入
墨
十
入
日
よ
り
九
月
＋
七
欝
に
至
る
約
一
ケ
月

問
の
族
行
幸
余
は
地
理
研
究
上
興
昧
あ
る
二
つ
の
潟
漕
岸

の
石
器
時
代
遺
跡
を
踏
査
し
た
。
　
一
は
越
後
國
北
蒲
原
郡

金
塚
村
字
貝
塚
、
他
は
肥
後
國
南
秋
田
郡
潟
西
村
宇
角
間

崎
の
遺
跡
蹴
れ
で
あ
る
。
前
者
に
就
い
て
は
既
に
齋
藤
秀

不
氏
が
考
古
學
雑
誌
第
八
審
第
こ
號
に
簡
軍
で
は
あ
る
が

報
告
を
寄
せ
ら
れ
、
〃
後
者
に
隔
て
は
武
藤
…
郎
氏
が
入
類

學
雑
誌
第
三
十
七
憲
第
一
第
二
第
三
號
に
詳
紬
な
る
研
究

報
告
を
載
せ
ら
れ
た
事
で
あ
る
が
余
は
此
等
爾
逡
跡
に
劃

し
て
は
地
理
吉
上
の
見
地
よ
り
別
箇
の
興
昧
を
有
し
た
の

で
踏
査
を
試
み
爾
遺
跡
よ
り
多
少
の
遺
物
を
探
集
す
る
事

が
出
摩
た
の
で
あ
る
。

　
入
月
二
十
四
欝
午
前
金
塚
早
着
前
罪
よ
り
遺
跡
踏
査
に

は
貝
塚
村
宮
下
氏
を
訪
問
す
べ
き
を
激
へ
ら
れ
貝
塚
を
指

し
行
・
・
行
く
附
近
の
地
質
地
形
を
競
察
す
る
に
貝
塚
村
北

部
の
丘
陵
は
下
部
砂
層
、
中
部
外
書
、
上
部
砂
暦
の
儒
暦

（
o
§
筈
。
鍵
薦
）
よ
り
な
り
．
之
は
班
謂
洪
積
暦
と
な
す

　
　
　
第
十
一
谷
　
　
維
纂

“
木
灘
沼
襟
石
器
晒
代
逡
跡
の
蟷
論
叢
的
考
簾

べ
き
も
の
な
る
を
思
は
し
め
た
Q
小
学
を
南
に
折
れ
沖
籏

居
田
圃
中
を
経
貝
塚
洪
積
暦
蘂
地
を
上
っ
て
南
に
下
り
宮

下
銀
六
氏
を
訪
れ
先
づ
遺
物
獲
掘
の
纒
過
を
質
し
後
財
物

を
「
資
す
る
。
氏
の
談
に
よ
れ
ば
閉
治
二
十
三
年
蟹
故
圷

井
博
士
は
貝
塚
の
地
名
よ
り
推
し
此
の
地
の
石
器
賊
難
遺

跡
地
な
ら
ん
事
を
想
定
し
踏
査
せ
ら
れ
だ
が
獲
る
所
な
く

し
て
蹄
ら
れ
た
。
然
る
に
朋
治
三
十
八
年
頃
開
墾
の
た
め

表
士
を
掘
り
下
ぐ
る
や
果
然
石
器
土
器
が
狡
見
せ
ら
れ
貝

暦
が
露
署
し
π
Q
勿
論
其
れ
以
前
こ
て
も
貝
の
存
在
は
知

ら
れ
て
居
た
が
開
墾
に
よ
り
貝
履
は
宮
下
氏
所
有
の
土
藏

の
屋
根
に
隣
れ
る
小
高
き
畠
の
一
端
よ
り
幅
四
一
五
尺
厚

さ
同
四
一
五
尺
の
暦
を
な
し
北
方
に
走
っ
て
居
る
の
が
明

か
ご
な
っ
た
。
而
し
て
園
墾
の
雪
盲
れ
を
曝
露
す
る
や
貝

殼
は
概
ね
破
壊
せ
ら
れ
て
篇
次
の
如
く
な
っ
た
Q
然
し
な

が
ら
氏
の
記
憶
に
よ
れ
ば
其
は
蛤
及
び
蜆
の
大
な
る
も
の

、
二
種
で
あ
っ
た
。
其
の
後
大
正
四
年
鳥
居
龍
黒
氏
も
此

所
を
踏
査
せ
ら
れ
た
こ
の
事
で
あ
る
。
宮
下
氏
所
書
の
完

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
濯
嚇
撫
岬
　
　
　
　
八
一
二
　
　
　
（
入
三
）

駄



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
纂

形
遣
物
と
し
て
獲
存
す
る
は
喉
茨
自
色
フ
リ
ン
ト
打
製
雁

股
磯
曲
度
の
小
な
る
石
鎌
一
箇
の
み
で
他
に
は
フ
ヲ
ン
ト

及
び
国
掌
。
6
厳
銀
8
ρ
二
錠
欝
の
破
片
が
保
零
せ
ら
れ
て
居
る

に
過
ぎ
す
遣
物
の
大
部
分
は
金
塚
村
小
學
稜
に
保
存
せ
ら

れ
て
選
る
ご
の
事
で
あ
っ
た
Q

　
宮
下
氏
邸
を
僻
し
氏
の
束
滋
に
よ
っ
て
遣
跡
現
場
を
踏

査
す
る
。
叢
に
逡
跡
地
の
詳
説
を
試
み
る
に
先
だ
ち
附
近

の
地
質
地
形
の
一
般
を
概
説
す
る
が
便
宜
で
あ
ら
う
Q

遺
跡
地
は
日
本
海
海
岸
ご
賂
李
行
に
南
西
よ
り
北
東
に
連

為
す
る
第
三
紀
層
丘
陵
の
西
邊
に
謬
り
、
該
丘
陵
よ
う
．
一

段
低
ぐ
丘
陵
の
蒸
餅
を
縫
ふ
洪
積
屏
壷
地
上
に
存
し
、
該

洪
積
軽
蔑
地
ご
日
本
海
こ
の
間
に
は
李
坦
な
る
沖
蔽
履
の

水
田
が
開
け
、
更
に
水
田
ご
外
海
ビ
の
聞
に
は
幅
二
千
乃

至
四
千
米
、
高
度
三
〇
・
三
米
を
最
高
黙
こ
す
る
砂
丘
帯
が

延
び
碧
海
ご
緑
国
ビ
を
劃
し
て
居
る
。
事
跡
．
地
の
局
研
を

細
叙
せ
ん
に
該
洪
積
暦
豪
地
は
南
面
は
緩
慢
な
る
傾
斜
を

嫁
せ
・
姦
部
を
隔
て
・
更
に
南
方
蔓
地
に
績
き
該
斜
面
に

既
本
海
濃
山
序
石
器
畔
代
澄
跡
の
趣
理
學
的
滲
察　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
四
　
　
（
八
四
）

貝
塚
村
聚
落
が
幾
達
し
聚
落
の
北
方
は
梢
卒
坦
な
る
畠
地

ビ
な
り
桑
、
廉
、
大
根
、
葱
、
豆
、
牛
葵
、
平
等
が
栽
培
せ
ら
れ

て
居
る
が
其
の
北
端
は
急
に
八
米
許
の
崖
を
な
し
水
斑
爾

に
臨
ん
で
居
る
。
該
畠
地
の
一
黙
に
以
前
諏
訪
紳
就
が
存

し
其
地
は
今
も
諏
訪
屋
敷
ご
逡
稽
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
石

土
器
の
出
土
は
其
の
無
電
の
畠
地
か
ら
で
あ
っ
た
。
豪
地

墓
盤
に
砂
礫
の
混
合
霧
よ
り
な
る
が
畠
地
は
充
分
耕
さ
れ

礫
は
多
く
除
去
せ
ら
れ
又
腐
塵
土
を
混
じ
て
居
．
勺
。
蓮
跡
．

地
地
形
の
説
閉
は
大
立
隠
れ
位
で
充
分
ビ
思
ふ
が
爾
不
足

の
黙
は
挿
入
の
寓
眞
に
よ
っ
て
補
ふ
事
ビ
し
尊
い
。
第
一

圖
は
諏
訪
屋
敷
よ
り
爾
方
を
向
ひ
蓮
跡
地
を
望
ん
だ
所
、

第
二
職
は
遺
跡
地
よ
う
北
潤
五
度
西
、
金
塚
村
小
學
稜
の

方
向
に
向
ひ
豪
地
下
の
沖
積
地
、
右
手
に
小
潮
を
隔
て
、

貝
塚
北
方
の
洪
積
層
癖
地
、
遠
景
に
海
爆
砂
丘
地
を
隔
て

、
日
本
海
を
望
ん
だ
所
、
第
三
圖
は
遺
跡
地
よ
り
酉
を
向

ひ
同
遣
跡
地
の
一
部
門
右
手
遠
景
に
沖
積
地
、
砂
丘
を
隔

て
、
口
糧
海
を
望
ん
だ
所
、
第
四
圖
は
毫
地
下
水
田
面
よ



」

圓一第

携

ド
毒

錦
十
唱
巻
　
、
雑
纂

響
」．

圃，二

第
．

日
本
海
澹
岸
石
器
時
代
濾
跡
の
解
題
學
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
■

第
一
號

入
口
　
（
翠
玉
）



偽

’

圖三第

第
＋
一
巻
　
雑
就

　
　
　
　
　
　
　
　
脚

日
本
海
溜
岸
石
器
噂
代
遣
跡
の
地
理
學
的
考
察

　
　
　
　
O

羅
盤蟷

圖
．

四第

第
一
階

入
山
ハ
　
　
（
一
八
山
ハ
）

皿…
o
難
へ
一

、

0



り
南
四
五
度
東
を
向
ひ
遺
跡
地
洪
積
暦
上
地
の
側
面
を
望

ん
だ
所
（
壷
地
の
水
田
面
上
高
度
は
約
入
米
で
あ
る
事
前

述
の
如
く
で
あ
る
）
で
あ
る
。

　
此
の
皇
上
灘
跡
地
に
激
て
宮
下
氏
、
氏
の
同
俘
者
及
び

余
の
三
人
は
開
墾
の
際
掘
出
さ
れ
園
地
の
回
外
叉
は
畑
地

崖
下
に
遺
棄
せ
ら
れ
た
石
器
土
器
ε
し
て
二
十
飴
の
血
石

一
個
の
石
斧
並
び
に
多
歎
の
土
器
破
片
を
探
高
し
た
。
多
　
圖

数
の
錘
石
は
何
れ
も
遺
跡
壷
地
及
び
其
の
北
方
の
丘
陵
を

形
成
す
る
砂
礫
暦
中
の
圓
礫
中
比
較
的
四
三
な
る
も
の
、
　
五

相
封
ず
る
二
方
を
打
飲
き
作
っ
た
者
な
る
事
現
場
に
於
て

織
れ
を
明
か
に
す
る
事
が
出
來
た
。
其
の
内
の
一
個
日
第
　
第

五
圖
↓
）
で
附
近
の
地
層
申
に
見
馴
れ
澱
圓
礫
と
し
て
激

室
に
持
蹴
れ
る
も
の
を
地
質
學
教
室
の
本
間
助
数
授
が
一

部
打
映
き
肉
眼
的
の
鑑
定
を
せ
ら
れ
た
所
に
よ
れ
ば
其
の

石
質
は
閃
線
扮
岩
（
U
凶
。
昌
。
℃
o
信
ξ
捧
。
）
で
あ
っ
淀
が
（
顯

微
鏡
的
研
究
未
濟
）
恐
ら
く
此
の
種
の
圓
礫
も
又
附
近
砂

礫
層
中
に
稀
に
は
存
在
す
る
も
の
ご
考
へ
あ
れ
る
。
何
ご

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
日
本
海
漕
岸
石
器
聴
代
遺
跡
の
地
理
學
的
考
婆

第
一
號

八
七
　
　
（
八
七
）

●



圖
／N

第

第
十
一
’
雀
　
　
雑
　
纂
，
　
日
本
海
滑
岸
石
器
畦
代
歯
跡
の
塊
理
端
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
、
號
　
　
　
入
入
　
　
（
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
れ
ば
千
石
は
用
途
が
用
途
で
あ
り
特
別
の
硬
度
比
重
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
要
せ
す
附
近
有
合
は
せ
の
圓
礫
で
立
派
に
隔
れ
に
役
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
ら
特
に
蓮
方
よ
り
持
甦
る
の
必
要
も
な
い
か
ら
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
本
証
跡
地
の
轍
叉
は
恐
ら
く
殆
ん
ご
附
近
有
合
は
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
圓
礫
を
利
用
し
π
も
の
で
あ
ら
う
。
石
斧
は
（
第
五
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
）
に
て
も
明
か
な
る
・
如
く
短
冊
形
石
斧
の
上
端
の
敏
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
る
も
の
で
磨
製
、
蛤
双
」
石
質
は
上
記
一
個
の
錘
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
同
様
閃
緑
露
岩
で
唯
色
が
前
者
に
比
し
稽
青
味
を
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯
び
た
る
を
小
異
の
鮎
ε
し
て
居
る
。
（
石
質
は
同
上
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
に
よ
る
融
融
學
士
の
鑑
定
に
よ
る
．
三
三
微
鏡
前
槍
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
未
了
）
現
場
に
於
け
る
石
器
類
の
拾
遺
は
以
上
の
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
あ
っ
た
。
土
器
は
ル
て
細
紋
土
器
破
片
で
濱
田
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
、
梅
原
、
島
田
懸
絶
の
査
定
に
よ
れ
ば
恐
ら
く
壺
の
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
ら
し
く
其
の
内
に
明
か
に
把
手
及
び
底
部
ご
思
は
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
分
が
存
し
、
形
式
か
ら
云
へ
ば
鳥
居
博
士
の
所
謂
厚
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
派
式
に
屡
し
、
施
絞
に
箆
を
用
ひ
た
る
も
の
、
如
く
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
（
第
六
圖
参
一
州
）



　
現
場
に
於
て
余
等
の
採
集
せ
る
石
器
土
器
は
以
上
の
如

き
も
の
に
止
り
蒐
集
ご
し
て
は
甚
だ
貧
溺
で
あ
る
が
，
．
此

の
地
の
石
器
時
代
遣
跡
地
だ
る
の
謹
蝶
物
ご
し
て
は
其
れ

の
み
に
て
も
充
分
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
地
が
嘗
て
貝
殻

を
出
だ
し
其
の
故
を
以
て
貝
塚
の
地
名
を
付
超
せ
ら
れ
た

ε
思
は
れ
る
上
に
宮
下
氏
の
談
の
如
く
明
治
三
十
八
年
頃

開
墾
の
際
實
際
に
貝
殻
を
倹
し
た
ご
す
れ
ば
本
遺
跡
の
性

質
は
略
二
軸
が
着
く
課
で
あ
る
が
慾
を
云
へ
ば
私
共
ご
し

て
は
俺
貝
殻
の
實
的
謹
媛
物
が
握
り
度
か
つ
た
。
之
れ
は

宮
下
氏
も
云
は
れ
た
如
く
既
に
開
墾
の
際
獲
干
せ
ら
れ
破

壊
せ
ら
れ
て
職
責
ご
化
し
去
っ
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
事
實

困
難
の
事
ご
思
は
れ
た
の
で
あ
る
が
平
地
踏
査
に
當
わ
余

等
は
幸
比
較
的
保
存
の
よ
か
っ
た
二
片
の
蜆
貝
穀
を
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ペ
　
　
ス

画
す
る
事
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
写
れ
は
種
の
塵
刷
に

重
要
な
狙
ひ
所
こ
な
る
諸
局
部
が
殆
ん
ご
全
く
膵
滅
し
て

居
る
の
で
絶
封
的
の
種
の
決
定
は
困
難
で
あ
る
が
地
質
學

薮
室
の
貝
類
學
者
黒
田
徳
米
氏
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
恐
ら
く

　
　
　
第
十
｝
巻
　
　
雑
纂

日
本
海
潅
襟
石
器
聯
代
遣
跡
の
地
理
學
的
考
察

琶
研
修
帥
ち
∩
9
ぼ
2
霞
艮
℃
℃
9
耳
塞
。
。
騨
（
つ
）
℃
誌
ぴ
蔓
で
あ

ら
う
こ
の
事
で
蜆
貝
で
あ
る
事
だ
け
は
確
か
で
あ
り
之
れ

は
蛤
な
ご
ご
共
繁
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
兎
も
角
本
遺
跡

が
貝
塚
遺
跡
で
あ
る
事
は
該
蜆
貝
の
出
土
に
よ
っ
て
朋
か

な
繹
で
あ
る
Q

　
逡
跡
地
を
跡
し
宮
下
氏
の
案
内
に
よ
っ
て
金
塚
村
小
學

稜
保
存
の
貝
塚
襲
見
負
物
を
「
配
す
る
事
が
出
來
た
。
此

慮
に
保
存
し
て
居
る
も
の
は
石
鎌
石
鎗
類
二
十
【
、
石
捧

（
？
）
一
、
転
落
石
斧
一
、
石
斧
破
片
…
、
縄
絞
土
器
破
片

五
、
土
偶
二
で
あ
っ
て
此
の
外
に
原
始
曲
玉
の
粗
造
品
が

存
し
た
ご
の
事
で
あ
る
が
今
は
な
い
。
爾
遺
物
で
は
な
い

が
遺
跡
地
出
土
の
黒
曜
石
、
及
び
脈
石
莫
（
＜
①
9
磐
舞
N
）

の
白
色
透
明
度
の
柔
な
る
も
の
及
び
乳
臼
緑
玉
透
明
で
砺

璃
に
似
た
も
の
も
保
存
せ
ら
れ
て
居
る
。
此
は
恐
ら
ぐ
石

器
製
作
の
際
に
於
け
る
原
石
破
片
こ
も
思
は
れ
る
か
ら
書

添
へ
る
。
亀
鑑
　
石
鎗
〃
類
は
晶
次
自
色
、
ム
日
色
、
褐
一
色
、
赤
紫

色
の
燧
石
、
黒
曜
石
、
玄
武
岩
等
で
作
ら
れ
た
打
製
品
で

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
九
　
　
（
八
九
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
維
　
纂
　
　
日
本
海
浩
岸
石
器
聯
禽
遽
跡
の
趣
理
窟
的
考
察

石
鎌
の
形
式
は
三
角
形
、
柳
葉
式
、
雁
股
式
、
有
柄
式
等

で
あ
る
。
配
送
石
斧
は
石
質
は
多
分
蛇
紋
岩
で
あ
っ
た
ご

記
憶
す
る
が
備
忘
録
不
備
の
爲
確
か
に
は
云
へ
ぬ
。
石
斧

破
片
は
蛇
紋
岩
磨
製
品
で
形
式
は
第
七
圖
に
見
る
如
く
で

あ
る
。
石
棒
（
？
・
）
は
玄
武
岩
の
柱
歌
節
理
を
利
用
し
て
作

ら
れ
た
ご
思
は
れ
る
長
さ
五
寸
許
の
五
角
柱
で
あ
る
。
土

器
破
片
は
余
が
書
室
に
持
鰭
れ
る
も
の
ε
同
形
式
の
も
の

で
鳥
店
博
士
の
所
謂
厚
手
涙
式
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、

土
偶
は
一
個
は
婦
人
の
胸
よ
り
上
部
腿
よ
り
下
部
を
敏
け

る
原
始
的
の
も
の
、
他
の
一
個
は
同
じ
く
婦
入
の
頭
部
ご

恩
は
れ
る
も
の
で
其
の
形
は
第
七
囲
及
び
第
入
圖
に
見
る

如
く
で
あ
る
。

　
逡
物
の
説
明
は
此
の
位
に
止
め
る
。
實
際
潰
物
其
れ
爵

身
は
大
し
て
興
味
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
恐
ら
く
既
に
各

所
の
石
器
時
代
遺
跡
よ
り
、
記
載
せ
ら
れ
た
も
の
、
出
品

で
、
考
古
學
上
土
に
新
し
い
材
料
を
供
す
る
も
の
は
少
な

い
で
あ
ら
う
。
強
い
て
言
へ
ば
玄
武
岩
の
柱
状
節
理
を
利

濁七節

第
一
號

九
〇
　
　
（
九
Q
）

ノ　　鎌

　　

@　
@　

正
面

・豪牽乱噸側面婦人瀕正面



用
し
て
作
っ
た
か
ご
思
は
れ
る
石
棒
（
？
）
位
が
精
珍
ら
し

い
も
の
ε
思
は
れ
る
位
で
あ
る
。
寧
ろ
我
々
を
し
て
よ
り

大
な
る
興
味
を
匙
さ
せ
る
も
の
は
此
等
遣
物
の
出
土
が
示

圖入第

側面

’“’一Lx““‘“t－X：it6ttgY

。鰍廟堰正面蛛

す
事
實
で
あ
る
。
帥
ち
地
理
寺
上
の
見
地
よ
り
特
に
興
昧

浅
き
事
實
は
本
聖
跡
よ
b
多
数
の
錘
石
及
び
蜆
貝
が
出
土

し
た
（
宮
下
氏
に
襟
れ
ば
多
量
に
、
而
し
て
蛤
も
）
事
實
で

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
纂

日
本
海
滑
鐸
石
器
睡
代
慧
跡
の
題
続
騰
補
考
禦

あ
る
。
此
の
事
實
こ
そ
我
等
地
理
學
の
徒
に
は
特
に
重
要

に
し
て
興
味
あ
る
も
の
で
奮
紫
雲
寺
潟
の
石
器
時
代
に
於

け
る
情
態
の
考
察
上
一
の
重
要
な
る
手
掛
り
ご
な
り
、
又

新
潟
北
部
に
於
け
る
海
岸
砂
丘
生
成
年
代
の
考
察
上
「
の

傍
謹
こ
な
る
の
で
あ
る
Q

　
新
潟
市
の
東
北
部
、
旙
島
潟
よ
り
更
に
北
部
に
欝
り
奮

紫
雲
寺
潟
な
る
潟
湖
が
存
し
、
其
れ
が
徳
川
時
代
の
中
葉

享
保
年
間
功
利
的
氣
運
の
高
潮
時
代
に
欝
り
入
工
を
以
て

埋
立
て
ら
れ
た
事
は
吉
田
東
伍
藩
大
H
本
地
名
僻
書
所
引

天
保
九
年
小
川
氏
奮
記
、
北
越
難
記
、
名
寄
補
、
及
び
同

氏
遣
著
日
本
歴
更
地
理
の
研
究
所
牧
「
溝
ロ
家
の
治
水
墾

田
事
業
」
（
同
氏
遺
著
越
後
の
歴
史
地
理
に
も
牧
む
）
越
後

の
歴
史
地
理
丸
幅
「
加
治
川
の
墾
君
臨
紫
雲
寺
潟
編
島
潟

の
沿
革
」
等
の
諸
論
文
の
所
説
及
び
宮
下
氏
所
藏
の
紫
雲

寺
帯
芝
圖
等
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
が
該
紫
雲
寺
潟
が
石

器
巨
弾
に
於
て
如
何
な
岬
⇔
範
幽
ま
で
振
ま
り
し
ゃ
は
興
昧

あ
る
地
理
的
研
究
の
一
題
目
で
あ
る
が
今
本
逡
跡
よ
り
石

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
九
一
　
（
九
日
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
纂

器
ご
共
に
錘
石
及
び
蜆
貝
を
出
　
漉
す
る
の
事
實
に
よ
っ
て

汐
時
に
於
け
る
奮
紫
雲
寺
潟
の
範
幽
は
大
憲
の
見
當
が
着

く
ご
思
ふ
。
石
器
時
代
の
貝
塚
が
直
ち
に
遺
時
の
汀
線
を

示
す
も
の
と
無
臣
下
に
判
定
し
去
る
論
者
の
説
に
干
し
て

は
余
は
多
少
の
異
論
を
挿
む
も
の
で
場
合
に
よ
り
て
は
目
ハ

塚
ご
汀
線
こ
の
間
に
は
石
器
時
代
に
於
て
も
爾
幾
何
か
の

距
離
が
存
し
た
る
や
も
知
れ
す
極
端
に
云
へ
ば
貝
塚
の
存

在
若
し
く
は
他
の
遣
物
ご
共
存
す
る
錘
石
の
包
含
は
石
器

時
代
に
於
て
少
く
ざ
も
該
地
瀦
ま
で
陸
地
で
あ
っ
た
事
實

の
謹
叢
ご
し
か
な
ら
す
海
、
湖
、
潟
の
汀
線
が
其
の
地
黙

に
為
せ
る
誰
擦
ご
は
な
ら
な
い
ε
の
意
見
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
此
の
場
合
に
於
て
は
本
遺
跡
地
は
石
器
時
代

に
煽
て
は
潟
の
沿
岸
に
育
っ
て
居
た
ビ
思
ふ
の
で
あ
る
Q

然
し
な
が
ら
此
の
考
へ
は
軍
に
貝
殻
及
び
磐
石
を
登
見
し

た
か
ら
こ
の
簡
軍
な
る
一
理
ぬ
の
み
か
ら
出
た
の
で
は
な

く
之
れ
に
は
多
少
地
質
地
形
上
の
謹
糠
が
存
す
る
の
で
あ

る
o

B
本
海
漕
摩
石
器
時
代
遺
跡
の
地
理
學
酌
考
察　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
二
　
　
（
九
二
）

　
地
質
上
の
謹
擦
ご
は
洪
籏
贋
壷
地
下
沖
繰
暦
の
水
田
中

か
ら
多
く
の
炭
化
物
が
臨
毒
す
る
の
熟
苗
で
あ
る
。
宮
下

氏
の
言
に
よ
れ
ば
貝
塚
の
西
方
田
圃
（
苗
代
）
中
よ
り
栗
の

木
、
ご
思
は
る
、
も
の
、
炭
化
し
た
る
も
の
が
多
数
に
出
土

し
π
ε
の
事
で
（
其
の
埋
没
状
態
は
多
く
尖
端
を
北
方
に

向
け
て
居
た
ご
の
事
）
、
余
は
現
に
氏
が
そ
の
一
部
を
以
て

手
箪
笥
の
戸
を
作
ら
れ
た
る
を
見
た
。
之
は
恐
ら
く
奮
紫

雲
寺
潟
底
部
に
書
誌
の
沈
積
し
π
る
も
の
即
ち
胎
内
川
、

加
治
川
等
の
流
出
し
た
る
樹
木
の
潟
底
に
沈
積
し
埋
没
せ

ら
れ
た
る
も
の
で
は
な
い
か
ご
思
は
れ
る
。
（
此
れ
が
津
浪

等
ご
關
係
あ
る
も
の
な
り
や
、
否
や
は
他
日
考
へ
る
）
後

に
も
記
す
如
く
地
形
上
よ
り
考
へ
奮
紫
雲
寺
潟
は
此
の
附

近
ま
で
按
ま
っ
て
居
た
ビ
考
へ
て
毫
も
不
可
な
い
の
で
あ

る
か
ら
術
夏
該
炭
化
物
が
蕾
潟
底
沈
積
物
な
ら
ん
と
の
考

へ
は
荒
唐
ら
し
く
奮
紫
雲
寺
潟
が
此
の
附
近
ま
で
籏
ま
り

居
π
る
】
の
謹
糠
こ
な
る
か
ε
思
ふ
。

　
次
に
地
形
上
の
謹
擦
ざ
云
ふ
は
遺
跡
地
た
る
洪
積
層
壷



地
の
下
段
沖
積
地
の
水
田
面
が
海
面
上
僅
か
に
十
米
に
過

ぎ
す
、
西
日
本
海
の
海
面
よ
り
扁
旦
高
距
三
〇
・
三
米
須

賀
紳
就
の
森
を
最
高
黙
ご
す
る
幅
約
二
一
四
粁
、
海
岸
を

艇
蔑
す
る
砂
丘
帯
が
高
ま
れ
る
後
、
砂
丘
帯
束
麓
に
於
て

陸
地
は
再
び
海
面
上
五
米
未
満
の
水
準
面
に
降
り
其
れ
よ

参
東
方
約
四
七
洪
積
層
憂
地
の
西
麓
に
至
る
ま
で
殆
ん
ご

水
墨
に
近
き
季
面
を
有
し
、
之
れ
を
潟
の
埋
没
に
よ
る
生

成
ビ
な
し
て
毫
も
矛
盾
な
き
事
實
で
あ
る
。
海
岸
砂
丘
の

生
成
に
よ
り
其
の
背
後
に
生
ぜ
る
潟
の
多
き
事
事
は
既
に

本
年
七
月
號
の
「
歴
史
ご
地
理
」
誌
上
に
蓮
べ
た
る
如
く

で
、
現
に
毒
悪
の
南
部
に
も
礪
島
潟
初
め
多
く
の
潟
が
存

在
し
、
而
し
て
此
所
に
徳
川
時
代
中
葉
ま
で
奮
紫
雲
寺
潟

な
る
も
の
が
存
し
．
其
の
汀
線
ご
暖
地
直
下
の
沖
積
地
ご

が
高
度
に
於
て
僅
か
に
五
米
の
差
（
二
萬
五
千
分
一
地
形

圖
に
よ
る
）
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
石
器
時
代

奮
紫
雲
寺
潟
の
汀
線
が
毫
地
直
下
の
附
近
ま
で
及
ん
で
居

た
と
考
へ
て
大
な
る
講
…
で
は
な
い
だ
ら
う
。

　
　
　
第
十
嚇
谷
　
　
雑
纂

日
本
海
滑
岸
石
器
時
代
誼
跡
の
塊
理
翼
端
考
察 　

爾
金
塚
村
相
馬
に
於
て
十
年
鯨
以
前
よ
り
天
然
罵
斯
を

噴
回
せ
る
事
實
（
十
七
乃
至
十
八
間
の
深
重
よ
り
水
ご
共

に
駕
斯
噴
出
し
、
土
人
タ
ン
ク
を
用
ひ
て
戯
れ
を
貯
留
し

瓢
燈
並
び
に
炊
事
に
利
用
し
叉
湯
殿
燃
料
こ
し
て
使
用
し

た
、
現
在
に
て
も
馨
擁
す
れ
ば
噴
出
す
る
も
設
備
に
多
少

の
費
用
を
要
す
る
を
以
て
之
を
實
用
に
供
す
る
は
現
在
僅

か
に
二
戸
で
澁
木
孫
一
氏
の
み
稽
完
全
に
据
れ
を
利
用
し

　
　
　
　
　
ホ
リ
ヰ
り

て
居
る
、
又
掘
切
に
て
は
約
二
・
十
年
以
前
銭
湯
に
於
て
之

れ
を
利
用
し
た
事
が
あ
っ
た
）
及
び
諌
事
岡
に
於
て
以
前

忌
事
の
際
多
量
の
地
下
水
湧
毒
し
周
面
の
地
盤
鴎
落
し
た

る
の
事
實
も
又
其
の
附
近
の
地
が
蕾
紫
雲
寺
潟
潟
底
に
當

れ
る
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
信
州
諏
訪
湖
、
若
狡
三
方

湘
研
、
加
…
賀
河
北
潟
殊
に
茄
後
者
に
於
け
る
例
よ
り
考
へ
、
該

天
然
達
筆
は
善
紫
雲
寺
潟
底
部
に
於
け
る
有
機
物
の
分
解

に
よ
っ
て
生
す
る
沼
氣
産
斯
（
ω
’
く
§
℃
9
，
⇔
螢
，
ω
ゲ
鵯
ω
）
の

類
ご
思
は
れ
、
（
之
れ
に
書
す
る
研
究
は
桑
蚕
で
あ
り
．

新
潟
村
上
爾
圖
幅
地
質
説
明
書
、
大
正
十
四
年
一
月
登
行

　
　
　
　
　
　
　
・
第
一
號
　
　
　
九
三
　
　
（
九
三
）



　
　
　
第
＋
一
巻
　
　
維
纂

新
潟
縣
村
上
油
田
地
質
及
地
形
圓
説
明
書
に
も
記
載
さ
れ

て
居
な
い
の
で
確
か
な
事
は
云
へ
す
殊
に
此
の
附
近
は
有

名
な
る
第
三
紀
層
石
油
包
含
地
で
あ
る
か
ら
其
れ
ご
關
係

あ
る
も
の
な
る
や
も
知
れ
す
後
の
研
究
を
侯
π
な
け
殖
ば

な
ら
な
い
が
）
彌
彦
岡
に
於
け
る
多
量
の
地
下
水
の
湧
出

地
盤
の
隔
没
ご
併
せ
考
へ
れ
ば
此
の
附
近
の
地
は
普
通
の

沖
積
地
で
は
な
く
蕎
潟
底
沈
蹟
物
よ
り
な
る
軟
弱
な
る
地

盤
で
あ
っ
て
僖
紫
雲
寺
潟
は
以
前
は
彌
彦
岡
よ
り
相
馬
附

近
ま
で
擾
ま
り
、
從
っ
て
現
在
に
於
け
る
同
高
線
の
追
求

に
よ
り
明
か
な
る
如
く
、
貝
塚
は
該
罪
源
に
接
近
し
て
位

澄
し
た
も
の
こ
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
新
潟
闇
圃
幅
地
質
訊
説
脇
蟄
日
　
（
大
正
瓜
ハ
年
十
二
n
月
登
行
、
河

野
密
，
渡
邊
久
吉
）
村
上
綱
幅
地
質
説
明
書
（
大
正
二
年

十
一
月
獲
行
、
河
野
密
）
に
よ
れ
ば
新
潟
囲
幅
地
に
於
て

は
越
後
高
野
の
男
芸
暦
地
下
八
十
間
内
外
の
砂
暦
に
可
燃

性
土
風
を
含
畜
し
地
下
水
ご
共
に
噴
出
、
新
潟
市
及
び

旛
聖
書
附
近
に
於
て
燈
火
用
、
燃
料
、
褒
動
機
動
ヵ
用
に

麟
本
海
浩
岸
石
器
時
代
慧
跡
の
地
理
學
的
考
築
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
四
　
　
（
九
四
）

供
し
．
叉
砂
丘
地
よ
り
も
冷
泉
に
俘
ひ
同
質
の
琵
斯
噴
斑

，
し
新
潟
市
の
西
端
二
言
鑛
泉
附
近
に
当
て
利
用
せ
ら
れ
る

　
（
新
潟
市
地
下
八
十
問
の
砂
暦
に
は
豆
大
愚
を
含
む
が
之

れ
よ
り
上
部
よ
り
噴
出
す
る
も
の
は
比
較
的
少
量
で
あ

る
）
（
四
七
頁
、
｝
＝
九
頁
）
芝
の
事
で
あ
り
、
村
上
圖
幅

地
に
於
て
も
砂
丘
よ
り
可
燃
性
断
煙
及
び
冷
製
泉
を
噴
湧

出
し
（
三
五
頁
）
岩
船
郡
岩
船
町
、
西
岳
納
村
大
宇
南
田
中
、

李
林
村
大
字
北
新
保
及
び
新
飯
田
、
北
蒲
原
郡
築
地
町
、

及
び
並
槻
の
沖
積
地
よ
り
放
散
す
る
も
の
は
大
部
分
沼
氣

で
燃
料
燈
火
川
に
供
せ
ら
れ
、
築
地
の
南
ご
西
、
笹
山
鑛

泉
の
砂
丘
中
よ
り
も
同
説
斯
を
噴
出
し
燃
料
に
供
せ
ら
れ

胎
内
川
砂
礫
中
よ
り
も
同
琵
斯
を
噴
出
す
る
ご
の
事
で
あ

・
9
（
レ
～
五
ー
レ
㌃
山
偏
百
ハ
と
久
新
潟
縣
村
上
泌
田
地
質
及
地
形
圓

説
唄
書
に
よ
れ
ば
中
條
町
追
分
附
近
の
二
箇
所
に
沖
積
暦

よ
り
瓦
斯
を
噴
出
す
る
ご
の
事
で
あ
る
（
一
四
頁
）
が
相
馬

の
天
然
瓦
斯
に
隔
て
は
記
載
す
る
所
な
く
、
叉
上
記
諸
地

黒
噴
出
天
然
諦
観
の
起
原
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
の

附
㍉
「



幣
…
密
な
る
研
究
は
除
り
…
進
め
て
居
な
い
。
此
の
黙
に
於
て

理
烈
士
上
床
國
夫
氏
の
研
究
（
本
邦
に
於
け
る
ヘ
リ
ウ
ム

含
有
天
然
雲
脚
の
研
究
、
地
質
學
雑
誌
第
三
十
一
憲
大
正

十
三
年
九
月
及
十
一
月
號
）
は
出
色
の
も
の
、
で
あ
る
か
ら

氏
の
研
究
に
よ
る
に
山
形
縣
鶴
岡
盆
地
、
新
潟
縣
蒲
原
李

野
、
諏
訪
湖
畔
、
宏
弁
縣
三
方
、
琵
琶
湖
畔
、
鹿
児
島
灘

漕
岸
、
東
京
朋
田
附
近
等
第
四
紀
地
層
の
炭
化
水
素
型
琵

斯
は
炭
化
水
素
化
合
物
ε
し
て
は
メ
タ
ン
を
多
量
に
含
有

し
其
の
他
無
水
炭
酸
、
窒
素
の
微
量
を
含
有
し
メ
タ
γ
以

外
の
炭
化
水
素
化
合
物
た
る
エ
タ
ン
及
び
重
炭
化
水
素
及

び
酸
化
炭
素
は
含
有
し
な
い
ε
の
事
で
あ
る
が
、
相
馬
噴

出
の
天
然
面
詰
は
恐
ら
く
上
床
氏
の
所
謂
炭
化
水
素
型
天

然
屍
斯
即
ち
下
滝
に
所
謂
沼
氣
屍
斯
に
属
し
、
其
の
生
因

は
、

　
　
∩
。
顕
ε
○
験
＋
犀
。
0
1
1
ρ
国
簿
○
。
目
い
O
ρ
＋
ω
O
顕
甑

な
る
化
學
式
を
以
て
示
さ
る
、
生
物
化
學
作
用
に
よ
る
有

磯
物
の
分
解
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。
然
ら
ば
此
れ
を
蕾
潟

　
　
　
第
十
扁
谷
　
　
雑
纂

厩
本
海
浩
洋
石
器
時
代
慧
跡
の
薬
理
學
的
考
察 底

沈
積
物
の
分
解
物
ご
し
て
不
可
な
か
ら
う
。

　
相
馬
噴
出
の
天
然
膨
面
が
果
し
て
潟
底
沈
積
物
の
分
解

に
よ
っ
て
生
す
る
沼
氣
琵
斯
で
あ
る
ビ
し
て
も
其
の
地
が

石
器
時
代
に
於
て
潟
で
あ
っ
た
こ
の
直
接
の
工
業
に
は
な

ら
ぬ
が
（
前
述
の
地
質
上
地
形
上
の
謹
呈
も
同
軌
で
あ
る
）

本
編
…
跡
地
よ
り
錘
石
及
び
蜆
貝
を
出
土
す
る
の
事
實
と
併

せ
考
へ
る
な
ら
ば
此
等
の
聖
遷
は
か
な
り
有
力
な
る
謹
擦

ご
な
る
ご
思
ふ
。

　
斯
く
の
如
く
一
方
に
地
質
上
の
謹
篠
、
他
方
に
地
形
上

の
面
擦
が
あ
り
又
天
然
詫
斯
の
愚
婦
等
多
少
の
副
書
（
之

れ
を
地
質
上
の
讃
豫
申
に
包
括
す
る
も
不
可
な
し
）
も
あ

り
此
等
を
併
せ
考
へ
る
な
ら
ば
他
の
逡
跡
地
は
如
何
楼
で

も
あ
れ
本
遺
跡
地
が
石
器
時
代
に
於
て
蕎
紫
雲
寺
潟
汀
線

附
近
に
位
澄
し
て
居
た
ご
の
考
へ
は
大
し
て
事
實
に
遠
い

察
想
で
は
な
い
ご
考
へ
ら
れ
る
。
何
は
兎
も
あ
れ
常
時
此

の
地
の
住
民
は
網
を
以
て
魚
を
獲
う
（
矢
を
以
て
獣
を
狩

る
等
ご
同
時
に
）
又
蜆
蛤
を
捕
っ
て
生
活
し
て
居
た
事
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
五
　
　
（
九
五
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
纂

け
は
確
で
あ
る
。

　
次
に
此
の
遺
物
の
示
す
興
味
あ
る
事
實
は
石
器
時
代
に

於
て
日
本
海
詩
語
の
砂
丘
が
既
に
成
生
し
て
居
た
事
實
で

あ
る
。
即
ち
本
逡
跡
よ
り
蜆
貝
を
出
土
す
る
事
實
は
、
本

遺
跡
地
住
民
の
貝
を
捕
れ
る
水
面
が
外
海
で
な
く
宇
織
雫

淡
の
水
面
で
あ
っ
た
事
を
示
す
、
宮
下
氏
の
言
の
如
く
蛤

を
田
土
し
た
ご
し
て
も
爾
牢
戯
濃
淡
の
水
面
で
あ
っ
た
事

を
示
す
、
郎
ち
此
の
水
面
は
既
に
最
早
や
海
水
面
で
は
な

く
入
江
又
は
潟
で
あ
っ
た
事
を
示
す
。
而
し
て
此
の
水
西

が
銑
に
潟
で
あ
っ
た
ε
す
る
に
は
燕
の
海
岸
に
既
に
砂
丘

少
く
ご
も
海
面
に
面
す
る
砂
洲
が
登
達
し
て
居
た
事
を
暇

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
此
の
一
帯
の
海
岸
の
如

き
地
質
的
地
形
的
條
件
を
具
有
す
る
所
で
宇
戯
孚
淡
水
を

擁
せ
し
め
た
も
の
は
現
今
砂
丘
の
塞
盤
或
は
前
身
た
る
砂

洲
以
外
に
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
（
砂
丘
を
戴
く
砂
洲

な
ら
ば
｝
履
よ
い
）
而
し
て
縄
紋
土
器
包
含
の
遺
跡
は
石

器
時
代
遺
跡
中
で
も
比
較
的
古
い
時
代
の
も
の
ご
し
な
け

B
軍
海
沼
岸
石
器
三
代
遺
跡
の
堰
理
學
的
考
察　
　
　
　
　
　
　
猪
解
一
壷
　
　
　

．
九
山
ハ
　
　
（
九
轟
ハ
）

れ
ば
な
ら
な
い
事
賂
學
界
の
定
説
（
最
近
長
崎
縣
有
喜
貝

塚
登
簿
の
示
す
事
實
に
よ
れ
ば
絶
樹
的
で
は
な
い
が
）
の

如
く
で
あ
る
が
若
し
漏
り
こ
す
れ
ば
第
四
紀
新
暦
に
厨
す

る
砂
洲
地
の
生
成
は
案
外
に
古
く
、
縄
紋
士
器
使
用
時

代
以
前
に
儲
る
事
が
明
か
ご
な
る
Q
此
の
事
實
は
か
な
り

興
昧
あ
る
事
實
で
、
日
本
海
沿
岸
の
他
の
海
岸
沖
積
地

殊
に
砂
洲
地
研
究
に
一
の
墾
考
事
實
を
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
鷺
本
海
霧
岸
砂
丘
随
身
の
上
に
彌
生
式
土
器
及
び
少

数
の
縄
紋
土
器
を
俘
ふ
石
器
類
を
登
見
す
る
事
は
加
賀
國

河
北
潟
西
岸
内
灘
村
、
丹
後
画
石
面
、
因
幡
濱
坂
等
の
砂

丘
地
に
於
て
銑
知
の
事
審
ハ
で
あ
h
’
（
石
川
縣
史
蹟
名
勝
調

査
報
告
第
一
輯
及
び
北
陸
人
類
學
會
誌
第
一
編
、
京
都
府

史
蹟
勝
地
調
査
曾
報
告
第
二
、
第
三
冊
、
鳥
取
縣
史
蹟
勝

地
調
査
報
告
第
一
甜
塞
照
）
日
本
海
沿
岸
砂
丘
の
生
成
が

案
外
吉
き
時
代
に
毒
す
る
事
は
以
前
よ
り
知
ら
れ
て
居
た

事
で
あ
る
が
其
の
考
へ
を
更
に
裏
書
し
て
砂
洲
が
純
牌
の

鼻
紋
土
器
使
用
時
代
以
前
の
生
成
に
係
る
事
を
本
逡
跡
地

、
“
㍗



の
研
究
が
明
か
に
し
た
鐸
で
あ
る
。
即
ち
若
し
走
り
に
内

灘
村
誌
粟
ケ
露
寒
見
宇
野
富
良
氏
所
報
の
縄
紋
土
器
破
片

十
五
個
、
函
石
濱
出
土
、
交
學
士
辰
馬
母
宮
恥
所
見
の
縄

絞
土
器
破
片
噸
個
（
接
合
し
て
）
は
金
華
地
登
見
彌
生
式
土

器
の
数
量
に
比
し
極
め
て
少
額
で
あ
り
、
濱
坂
登
見
の
古

式
土
器
…
片
は
軍
に
総
紋
土
器
に
近
き
手
法
を
示
す
ε
云

ふ
に
止
る
か
ら
此
等
砂
丘
上
の
事
跡
が
純
粋
の
縄
紋
土
器

使
用
時
代
の
遺
跡
で
は
な
く
稽
新
ら
し
き
も
の
從
っ
て
砂

丘
膚
身
も
場
合
に
よ
り
縄
紋
土
器
使
用
時
代
よ
り
は
稻
新

ら
し
き
も
の
ご
考
へ
な
け
れ
ば
璽
ら
な
い
ご
し
て
も
其
の

墓
盤
若
し
く
は
前
身
た
る
砂
洲
は
更
に
古
き
時
代
邸
ち
彌

生
式
土
器
使
用
時
代
以
前
の
生
成
ビ
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
が
本
職
跡
地
の
研
究
は
此
の
考
へ
を
實
的

に
確
重
し
た
る
も
の
で
逸
れ
や
が
て
純
輝
の
三
紋
土
器
使

用
時
代
の
遽
跡
た
る
本
遣
跡
の
優
値
を
相
五
大
な
ら
し
め

る
所
繊
で
あ
る
。

　
以
上
説
述
す
る
所
に
よ
っ
て
総
紋
土
器
使
用
の
時
代
に

　
　
　
第
＋
一
巻
　
　
雑
纂

於
て
本
幕
跡
地
附
近
に
恐
ら
く
掌
繊
宇
淡
の
潟
湖
が
存
し

（
其
れ
が
次
第
に
萎
縮
し
て
後
代
の
紫
雲
寺
潟
ε
な
っ
た
）

該
潟
湖
ご
日
本
海
こ
の
間
に
は
既
に
或
は
砂
丘
、
少
く
置

も
砂
洲
の
存
在
し
π
食
客
が
路
明
か
ご
な
っ
た
ざ
思
ふ
。

叢
に
本
遣
跡
地
の
地
理
的
考
察
に
よ
り
明
か
ご
な
っ
た
石

…
器
時
代
に
於
け
る
奮
紫
雲
寺
潟
が
水
李
的
地
形
上
如
何
な

る
範
團
ま
で
籏
ま
り
該
地
方
に
如
何
な
る
景
槻
を
賦
與
し

地
理
的
條
件
ご
し
て
如
何
な
る
数
果
を
入
類
に
輿
へ
た
か

叉
其
の
流
入
河
川
、
排
水
口
の
情
態
は
如
何
な
り
し
か
等

の
問
題
は
績
い
て
重
る
贈
位
あ
る
問
題
で
あ
る
が
此
等
に

就
て
は
不
日
何
等
か
の
説
明
を
試
み
る
筈
で
本
幕
跡
地
に

枕
す
る
説
述
は
今
H
之
れ
に
止
め
以
下
直
ち
に
産
後
國
南

秋
田
郡
潟
西
村
字
角
間
崎
逡
跡
に
就
て
地
理
鳴
石
の
立
場

よ
り
二
三
氣
着
き
た
る
黙
を
概
説
し
簡
略
に
本
篇
を
纒
め

る
事
ご
す
る
。
（
蛸
九
ご
五
、
一
一
、
三
〇
）

日
本
海
浩
岸
石
器
畔
代
遙
跡
の
地
理
學
的
考
察

第
一
號

九
七
　
　
（
九
七
）


